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固定価格買取制度

再生可能エネルギー

再生可能エネルギー（電力）

太陽光
風力

地熱

水力バイオマス

波力・潮力等

再生可能エネルギー（熱）

再生可能エネルギー熱
○エネルギー安全保障にも寄与できる有望かつ多様な、低炭素の国産

エネルギー源として重要

○再生可能エネルギー熱をより効率的・効果的に活用していくことが、

エネルギー需給構造を考える上で重要

○熱の利用は生活スタイルや地域の実情に応じた、柔軟な取組が重要
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温泉熱

河川熱

海水熱

下水熱等

太陽熱

雪氷熱

地中熱

※エネルギー基本計画(H26年4月)より抜粋

バイオマス熱
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再生可能エネルギー熱利用の現状

再エネの利用拡大には電力だけではなく熱の利用も重要

用途別エネルギー消費量（2016年度） エネルギー源（2016年度）

家庭部門

1,918 PJ

業務他
部門

2,135 PJ

出典：エネルギー白書（2018）

熱需要
55%

暖房
24.1％

給湯
28.3％厨房

9.3％

動力・
照明等
35.9％

冷房2.3％

（事務所・ビル、
学校、病院、
ホテル・旅館、
劇場・娯楽場等）

出典：エネルギー需給実績（2016年度）

熱需要
42%

冷房
10％

暖房
19％

給湯
12％

厨房
8％

動力・
照明等
46％

その他
4％

電力
50.6
％都市ガス

21.3％

LPG
10.2％

灯油
17.4％

再エネ熱
0.5%

蒸気・熱
0.1％

電力
53.6％

都市ガス
・天然ガス
17.1％

石油
25.8％

石炭0.2％
蒸気・熱
3.0％

再エネ熱
0.2%

熱需要は大きい 再エネ熱の利用割合は小さいが、しかし

東日本大震災→エネルギー政策転換→熱利用を含む再生可能エネルギー導入が急務
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再生可能エネルギー熱の導入可能量

• 導入可能量 ≒ １次エネルギー国内供給量

(※) 1次エネルギー国内供給量 : 20,095 PJ/年

出典：平成29年度(2017年度) エネルギー需給実績

出典：NEDO報告書(2014年度)再生可能エネルギー熱の導入可能量 (発電利用除く)

地中熱 5,659 0.37 0.01%

太陽熱 638 27.62 4.33%

雪氷熱 17 0.05 0.29%

温泉熱 129 1.36 1.06%

河川熱 1,299 0.21 0.02%

海水熱 8,510 0.70 0.01%

下水熱 212 0.31 0.15%

バイオマス熱 173 14.86 8.61%

工場排熱 3,576 0.16 0.00%

都市排熱 27 0.19 0.72%

ごみ焼却熱 223 0.59 0.27%

空気熱 － 113.17

20,462 159.60 0.78%合計

再生可能エネルギー熱
導入可能量

（PJ/年）

利用実績

（PJ/年）

利用実績/導入

可能量

調査対象

参考

PJ＝1015J

. .
利用が進んでいない
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地中熱システム開発全体のイメージ

再生可能エネルギー熱利用普及に向けた取組
課題
○高い導入コスト
○長い投資回収期間

取組み
○設置コストの低減、導入メリットの提示
○運用コスト減等投資回収年数の低減

（地中熱：１７～２２年、太陽熱：１５～２５年）



「再生可能エネルギー熱利用技術開発」事業
5

○実施期間 ：2014～2018年度 (5年間)

○予算総額 ：43億円(5年間)

○案件数 ：20件、57事業者(5年間) 
地中熱 15件, 太陽熱 2件

温泉・雪氷・バイオマス熱 :各 1件

○地中熱利用

システムトータルで､導入コスト20％低減､およ

び運用コスト20％低減を目指す。

○その他再生可能エネルギー熱利用

蓄熱・断熱などの要素も考慮し､システムの導

入コストを10％程度低減する。

研究開発の目的

事業規模

研究開発の目標

○再生可能エネルギー熱利用の技術開発でコストダウン

を促し、普及拡大に貢献。

スケジュール

H26
(2014)

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

コストダウン､
高効率化

技術

ポテンシャル
評価技術

事業評価 中間評価

・要素技術研究開発、
試作

・トータルシステム技術の
研究開発、試作

・最終仕様実証

・規格化、規制適正
化

・評価技術設計､開発､
試作

・ポテンシャルマップ設計、
開発、試作

・最終仕様実証
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NEDO

2-7) 低コスト・高効
率を実現する間接型
地中熱ヒートポンプ
システムの開発と地
理地盤情報を利用し
た設計・性能予測シ
ミュレーションツー
ル・ポテンシャル評
価システムの開発

2-8)地下水を利活用
した高効率地中熱利
用システムの開発と
その普及を目的とし
たポテンシャルマッ
プの高度化

2-9)一般住宅向け浅
部地中熱利用システ
ムの低価格化・高効
率化の研究

2-1) 地下水循環型
地中採熱システムの
研究開発

2-2) 共生の大地へ
の地中蓄熱技術の開
発

2-3) 再生可能熱エ
ネルギー利用のため
の水循環・分散型
ヒートポンプシステ
ムの開発

2-4) 地中熱・流水熱
利用型クローズドシ
ステムの技術開発

2-6) 都市インフラ
活用型地中熱利用シ
ステムの開発

2-5) 地中熱利用シ
ステムを含む空調熱
源トータルシステム
シミュレーションの
開発

3-2)オープンループ
型地中熱利用システ
ムの高効率化とポテ
ンシャル評価手法の
研究開発

3-3)都市域における、
オープンループシス
テムによる地下水の
大規模熱源利用のた
めの技術開発

3-1)地圏流体モデリ
ング技術による国土
地中熱ポテンシャル
データベースの研究
開発

(1)コストダウンを目的とし
た地中熱利用技術の開発

(2)地中熱利用トータルシステムの
高効率化技術開発及び規格化

(3)再生可能エネルギー熱利用の
ポテンシャル評価技術の開発

(4)その他再生可能エネ
ルギー熱利用トータルシ
ステムの高効率化・規格
化、および導入拡大に資
する革新的技術開発

※2-4），2-7）～2-9）
は項目(３)を含む。

研究開発テーマ名

4-1)温泉熱地域利用の
ためのハイブリッド熱
源水ネットワーク構築
技術の研究開発

4-2)都市除排雪を利用
した雪山貯蔵による高
効率熱供給システムの
研究開発

4-3)太陽熱を利用した
熱音響冷凍機による雪
室冷却装置の開発

4-4)太陽熱集熱システ
ム最適化手法の研究開
発

4-5)食品廃棄物の超臨
界水ガス化による再生
可能熱の創生

1-1)高性能ボーリン
グマシンの低騒音
化・自動化に向けた
研究開発

1-2)戸建住宅及び小
規模～中規模建築物
を対象とした地中熱
配管埋設工法の研究
開発

1-3)地中熱利用要素
技術の開発

＊

＊

＊＊

＊：NEDO負担率2/3

再生可能エネルギー熱利用普及に向けた取組



成果の普及

・各事業の目標は、ほぼ達成。
・NEDOのWEBサイトにて、6件のニュースリリースを実施。
・地中熱利用促進協会会員向けニュースレターへの連載（15テーマ、1年間予定）
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ニュースリリースによる広報
（NEDOホームページより）

NPO地中熱利用促進協会ニュースレターへの連載
（ニュースレター（19.06.03）抜粋）



実用化・事業化に向けた具体的な取組

・地中熱利用システムの導入・運用に活用できる「地中熱ポテンシャルマップ・空調
熱源設計ツール活用のためのガイダンス」を公開。8事業者の成果内容を紹介。
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NEDOプロジェクトで開発したポテンシャルマップ一覧 空調熱源トータルシミュレーションの開発

（オブジェクト群構築シート例）

→ポテンシャルマップやシミュレーションツールの評価技術や設計技術を明確化。
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令和元年度からの新規プロジェクト



これからの技術開発

市場の拡大

イノベーティブな技術開発
によるコストダウン

量産化

量産コストダウン

NEDOの
役割

市場のさらなる拡大

市場の拡大

・再生可能エネルギー熱のポテンシャルは大きいが、実際の導入数が少ない。
・課題は、イニシャルコストの低減と認知度の向上。
・NEDOでは、システムの高効率化等の技術開発により、導入コスト・運用コスト
の低減、ポテンシャルマップ評価技術の開発により普及促進を目指す。



www.nedo.go.jp
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